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猛暑の様相です！ 

月号 
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皆様、こんにちは。営業の田村 譲 です。蝉しぐれの降り注ぐ、夏の盛りとなりま

した。皆様はいかがお過ごしでしょうか。今月号は４年ぶりに開催されました”宮田祇

園祭”へ行ってまいりました。「あばれ神輿」についてお届けいたします。暮らしのな

かにある季節の行事や旬のものを学びながら、伊那谷の季節を楽しむ暮らしに

ついて、皆様にお届けできたら幸いです。 

４年ぶりの開催となる”宮田祇園祭”が７月１５日（土）に開催されました。 

江戸時代から続く天下の奇祭「宮田祇園祭」。桧でできた神輿で街を練り歩い

た後、神輿は神社へと戻ります。 

クライマックスは神輿を幾度となく石段から投げ落とし破壊することです。津島神社祇

園祭の中で最も盛り上がる瞬間です。その神輿の破片を屋根に上げると厄除けなどのご利

益があるといわれています。 

 最後に真柱一本になるまで打ち壊された後、神輿の真柱は社殿へと献納されます。 

今日の祗園祭のスタイルは、神輿を打ち壊すという荒々しい祭典であることから、いつの頃か

「あばれ神輿」と呼ばれるようになりました。毎年新しい神輿がこの日のために作られ、最後には

壊してしまうという一風変わった祭りです。その他、屋台、祇園囃し、阿波踊りなども祭りを盛り

上げます。 

津島神社の祇園祭については、ある古文書に記述があることから、江戸時代の天保年間（1830～

1843年）には開催されていたことが分かっています。あばれ神輿がいつから始まったのかは定か

でありません。かつては街を練り歩いているうちに神輿が壊され始め、神社に戻る頃には柱1本に

なっていたとも言われています。明治時代になってから神輿にくぎが使われるようになり、そのた

め現在のように石段の上から落として壊すようになったということです。天下の奇祭と言われるこ

のお祭り。お神輿を階段の上から落とし、さらに落としたお神輿を男衆で破壊する姿は大変圧巻で

した。また一つ、伊那谷・宮田村の季節の行事を体験することができました。 

  

          

    

 押し入れの天袋は出し入れしに

くいため、めったに使わないものを

入れるケースが多くなります。実

際、引っ越してから一度も天袋を開

けていない……ということにも。そ

れでは、せっかくの収納スペースが 

活用できません。 

 逆転の発想で、天袋を床側にした

「地袋」にし、押し入れ全体を押し

上げるリフォームはいかがでしょ

う。このとき、地袋は重たいものを

入れるスペースにするか、引き出し

にして奥に入れたものを出し入れ

しやすくします。 

 押し入れが 60cm ほど全体に高

くなることで、布団の出し入れがラ

クになるのもメリット。天袋がある

状態だと、下段にふとんを入れる

と、かがむことで腰を痛めやすくな

ります。かといって上段

にふとんを入れると、手

が届かない高さになりが

ちです。地袋にすること

で、それらを解消できる

のです。 

＜今月のヒント＞ 天袋をやめて地袋にする 

それでは、一日一日を楽しみ、

大切に。 

 また、来月もよろしくお願い

いたします。 

            田村 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   ●  



 色とりどりの布を何枚も手縫

いやミシンでつなぎ合わせて作

るパッチワークは昔から人気が

高い趣味の一つです。近年はお子

さんのためにと、出産・子育てを機に

始めるママが多いそうです。 

 子ども用グッズはもちろん、髪の毛

を結ぶシュシュやバッグ、ランチョン

マット、エプロンなどいろいろな小物

への活用ができますし、完成品をその

ままタペストリーとして飾って楽し

むこともできます。余った布地や端切

れを使えるのも魅力の一つで、着られ

なくなった洋服をカットしてリメイ

クしても OK。リサイクルとしても有

効ですね。また、世界に一つだけのオ

リジナルアイテムを作ることがで

きるので、大切な人への贈り物とし

ても喜ばれます。 

 パッチワークを始めたいと思った

ら、必要な生地（専用のカットクロス

も売られています）、針、生成りの糸、

定規、鉛筆などを準備しましょう。作

品によって、ファスナーやヒモなどが

必要になることもありますが、どれも

100 円ショップで購入できるため、

初期費用が高額になることはほとん

どありません。手芸店などには必要な

ものが入った「初心者用キット」もあ

るのでご活用ください。 

★フェレットを飼いたい？★ 
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★「節約レシピ」を活用★ 
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パッチワーク 

ペットと暮らそう♪ 



から 

まで 

～ 室内でも紫外線対策はしっかり～ 

 紫外線は窓を通過して室内に侵入してくるので、

屋内にいても UV 対策をしっかり行う必要があり

ます。外出時と同様に日焼け止めクリームを塗るこ

とは必須です。それに加えて、室内への紫外線侵入

を防ぐことも大切です。 

 例えば、UV カット率の高いレースカーテンをつ

けるという方法があります。普通のカーテンやブラ

インドでも陽光は多少遮断できるものの、その分、

室内が暗くなってしまっていろいろと支障が出る

おそれがあります。UV カット率の高い（80 ～

90%）レースカーテンというものがあり、それなら

明るさを確保しつつ、紫外線だけを上手にカットす

ることができます。 

 また、窓に UV カットフィルムを貼る方法もあり

ます。フィルムそのものは透明なので、窓ガラスに

貼り付けても部屋の明るさを損なわずに済みます。

なお、UV カットフィルムの中には、貼り直し不可

のものと、貼り直し可能なものの 2 タイプがありま

すので購入時にチェックしてみましょう。 

 芸術、スポーツ、文化などさまざまな分野でうける

賞のことを「受賞」、国が贈る勲章（くんしょう）や

褒章（ほうしょう）のことを「受章」といいます。 

 受賞(章）の連絡を受けたら、できるだけ早く電話

や電報でお祝いの気持ちを伝えるか、親しい間柄(親

族）ならお祝いに駆けつけるようにしましょう。但

し、受賞（章）直後は相手も忙しいことが予想されま

すので、友人など親しい間柄であったとしても親族

以外はできるだけ遠慮した方がよいでしょう。 

 親族などがすぐにかけつけるとき、お祝いの金品

を必ず持参と決まっているわけではないですが、や

はり、何らかの品物は用意していくのがマナーで

しょう。お花やワインなどのお酒、お菓子、果物と

いった品物がよく選ばれます。ポイントは、お祝いに

来てくれた方のもてなしに使えそうな品物を選ぶよ

うにすることです。お祝い金額の相場は、5000 円

～ 30000 円程度といわれています。親族の場合が

多めの金額になります。電話や電報でお祝いを伝え

た後でお祝いの金品を贈るときは、正式決定後 1 週

間以内に自宅を訪問して渡すようにする方がよいで

しょう。遠方の場合は自宅に送るようにしますが、そ

のときはお祝いの手紙を添えるのがマナーです。手

紙を添えることでより丁寧になり、今後の親交も深

まるはずです。ご参考にしてください。 

【https://japanmanual.xsrv.jp/jyusyou/#_%E5%8F%97%E8%B3%9E_%E7%AB%A0%EF%BC%89%E3%81%A8%E3%81%AF】 



 ごまには「白ごま」と「黒ごま」がありますが、植物学上は同じ品種です。 

そのため、基本的に含まれている栄養成分もほぼ同じですが、白ごまは外皮の色

が白めで薄いのが特徴で、黒ごまの方は色の黒さに加え、白ごまより皮が厚めな

のが特徴です。それらの影響もあって、栄養成分の比率や風味には違いがありま

す。白ごまは黒ごまに比べてセサミンと脂質が多めとなっています。一方の黒ご

まは、白ごまに比べてポリフェノールが多めと言われています。 

 また、黒ごまはコクや風味が強めなので、クセが強い料理でもきちんと存在感

を出すと考えられています。料理だけでなく、プリンやクッキーにも使われるな

ど乳製品やお菓子との相性もばっちりなのです。 

これで今夜のおかずはおまかせ！ 

  「白ごま」と「黒ごま」 キッコーマンホームクッキング https://www.kikkoman.co.jp/homecook/ 


